
ピエゾフィーダコントローラ

取扱説明書

【高機能タイプ】

Ｐ２１２－Ｆ

Ｐ３１２－Ｆ

この取扱説明書はバージョン２以降に対応して

います。

電源をＯＮした時に表示されるバージョン情報

を確認の上ご利用ください。

第２版

ご使用の前にこの取扱説明書をよくお読みになり、製品を安全にお使い下さい。

お読みになった後はいつでも見られるところに大切に保管し、必要なときにお読み下さい。

なお、この取扱説明書は最終ご需要先まで必ずお届け下さい。
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１． はじめに

この度は、ピエゾフィーダ用デジタル式コントローラをお買い上げ頂き誠にありがとうござ

います。

ピエゾフィーダは、圧電素子を駆動源とする高効率・省エネ型パーツフィーダです。

専用のデジタル式コントローラとの組み合わせにより、難しい調整を必要とせず簡単な操作

で効率よくご使用頂けます。

ピエゾフィーダとの接続や調整の前に本取扱説明書を熟読の上、圧電式パーツフィーダの優

れた機能を正しく御使用して頂く様お願い申し上げます。

２．お使いの前に

梱包を解く前に衝撃や振動を与えないように取り扱って下さい。

梱包を解いて

（ ）輸送中に破損した物はないでしょうか？

（ ）銘板の定格、容量、型番はご注文通りでしょうか？

以上２点をご確認下さい。万一不具合の所がありましたら、ご注文先までご照会下さい。

３．安全上のご注意

製品をご使用（据付、運転、保守、点検等）の前に、必ずこの取扱説明書を熟読し、機器の

知識、安全の情報、注意事項のすべてについて習熟してからご使用下さい。

この取扱説明書では、安全注意事項のランクを「危険」、「注意」として区分してあります。

危険
取扱を誤った場合に、危険な状況がおこりえて、死亡又は重傷を受ける

可能性が想定される場合。

注意
取扱を誤った場合に、危険な状況がおこりえて、中程度の傷害や軽傷を

受ける可能性が想定される場合及び部分的損害だけの発生が想定され

る場合。
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危 険

・活線状態で作業をしないで下さい。感電のおそれがあるため、必ず元電源を切って作業を

して下さい。

・分解・改造・修理をしないで下さい。感電、火災、けがの原因となります。修理は販売店

にご依頼下さい。

・通電中は正面のカバーを外さないで下さい。感電の原因となります。

・内部に物を入れたり差し込まないで下さい。感電、火災の原因となります。

・爆発・引火性のガスのある場所で使用しないで下さい。感電、火災の原因となります。

・水などの液体をかけないで下さい。感電、火災の原因となります。

・発煙・異臭・異常音などの異常が発生した場合すぐに入力電源を遮断して下さい。そのま

ま使用すると火災の原因となります。販売店までご連絡下さい。

・長時間運転しない場合は、入力電源を遮断して下さい。そのまま通電していると火災の原

因となります。

・感電や火災のおそれがあるため、電源ケーブル、出力ケーブル等の結線は取扱説明書にそ

って実施して下さい。

・感電のおそれがあるため、電源ケーブル、出力ケーブル等を無理に曲げたり、引っ張った

り、挟み込んだりしないで下さい。

・感電のおそれがあるため、アース用端子又はアース接地指示部を確実に接地して下さい。

高い所や転倒しやすい台に接地する場合は、条件により落下、転倒のおそれがありますの

で、落下、転倒防止の処置をして下さい。

・入力端子以外の端子にはメガーテストを行わないで下さい。

注 意

・電磁方式のパーツフィーダなど他の用途には使用出来ません。

・電源の投入遮断を頻繁に行わないで下さい。故障の原因となります。

・出力側に電磁接触器等を入れて振動機の運転・停止を行わないで下さい。故障の原因とな

ります。

・入力電源が入った状態で、振動機側での溶接作業を行わないで下さい。

・振動機とコントローラが接続された状態で、振動機側での溶接作業を行わないで下さい。

・銘板・シール等を取り外さないで下さい。

・製品を取付する際は確実な保持・固定を行って下さい。

・製品の落下によりけがのおそれがあるため、梱包状態でも積み上げて輸送運搬しないで下

さい。

・屋外、湿度の高い場所、温度変化の激しい場所に置かないで下さい。

・梱包状態でも二段以上積み上げないで下さい。

・製品を廃棄する場合、一般産業廃棄物として適切な廃棄処理を行って下さい。
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４，各部の名称

操作パネルを外した状態

電源ケーブル

出力ケーブル

操作パネル

操作パネル

リレー出力

端子台

ゴムブッシュ

操作パネルを取付、取り外し

する際は断線または挟み込

み等がないよう十分注意し

て作業を行なって下さい。

中継コネクタ

操作パネル固定

ネジ ２箇所

操作パネル

接続線

入力切替

外部制御

端子台

付属品

振動ｾﾝｻ入力用ｹｰﾌﾞﾙ

ｺｰﾄﾞ

ﾌｨｰﾄﾞﾊﾞｯｸ専用ｹｰﾌﾞﾙ

付加機能用外部制御

端子台

ｵｰﾊﾞｰﾌﾛｰｾﾝｻ入力用ｹｰﾌﾞﾙ

ｺｰﾄﾞ

振動センサ用

コネクタ

アース
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端子台番号

外部信号用 スクリューレス 端子台への配線

端子台のボタンをマイナスドライバー等で押し下げながら

電線を電線挿入穴へ差し込み、ドライバーを離すと電線が

固定されます。

使用可能電線サイズ

・端子台 Ａ Ｓ

撚り線： ～ ～ 、素線径φ 以上

単線 ：φ ～ ～

・端子台 Ｂ

撚り線： ～ ～ 、素線径φ 以上

単線 ：φ ～ ～

被覆剥き長さ： ～

ＤＣ２４Ｖ

Ｂ０

Ｂ１

Ｂ２

Ｂ３

Ａ９←ＯＵＴ４
Ａ８←ＯＵＴ３

Ａ７←ｉｎ３
Ａ６←ｉｎ２
Ａ５
Ａ４
Ａ３
Ａ２
Ａ１
Ａ０

Ｐ－←０Ｖ
Ｓ－
Ｓ＋
Ｐ＋←ＤＣ２４Ｖ

ＯＵＴ１

ＯＵＴ２

０Ｖ

ｉｎ１

電線挿入穴 ボタン 

Ｐ４コードの

基板側コネクタ
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端子台番号 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

外部信号用(スクリューレス)端子台への配線 

 

端子台のボタンをマイナスドライバー等で押し下げながら 

電線を電線挿入穴へ差し込み、ドライバーを離すと電線が 

固定されます。 

 

使用可能電線サイズ 

・端子台(Ａ),(Ｓ) 

   撚り線：0.08～0.32mm2(AWG28～22)、素線径φ0.12mm以上 

   単線 ：φ0.32～0.65mm(AWG28～22) 

 ・端子台(Ｂ) 

   撚り線：0.2～0.75mm2(AWG24～20)、素線径φ0.18mm以上 

   単線 ：φ0.4～1.2mm(AWG26～16) 

 被覆剥き長さ：9～10mm 

 

  

ＤＣ２４Ｖ 

Ｂ０ 

Ｂ１ 

Ｂ２ 

Ｂ３ 

Ａ９←ＯＵＴ４ 
Ａ８←ＯＵＴ３ 

Ａ７←ｉｎ３ 
Ａ６←ｉｎ２ 
Ａ５ 
Ａ４ 
Ａ３ 
Ａ２ 
Ａ１ 
Ａ０ 

Ｐ－←０Ｖ 
Ｓ－ 
Ｓ＋ 
Ｐ＋←ＤＣ２４Ｖ 

ＯＵＴ１ 

ＯＵＴ２ 

ｉｎ１ 

Ｐ４コードの 

基板側コネクタ 

０Ｖ 

ＣＮ３ 

電線挿入穴 ボタン 
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５．はじめて使うとき

運転までの流れ

入出力の接続

・入出力の接続、オーバーフローセンサの接続

・振動センサの接続、外部入出力機器の接続

パラメータ設定

ご使用になる振動機の使い方に合わせ設定を行う。

・振幅制御、 入力ロジック

振幅調整

ワーク搬送スピードが最適な状態になるように振幅を調整します。

① 定電圧モード【 ＝０】

設定した出力電圧・周波数を一定出力します。

・振動センサ 無し

・出力電圧、周波数を手動で設定

② 定振幅モード【 ＝２】

出力電圧を制御して振幅を一定にします。

・振動センサ 有り［付属 ｺｰﾄﾞを取付］

・出力電圧を手動で設定

・出力周波数を自動で設定

③ 定振幅・周波数自動追尾モード【 ＝１】

出力電圧と周波数を制御して振幅を一定にします。

・振動センサ 有り［付属 ｺｰﾄﾞを取付］

・出力電圧を手動で設定

・出力周波数を自動で設定

・共振周波数は自動追尾

付加機能

・ソフトスタート、センサ入力、電磁弁出力のタイマ設定

通常運転
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６．入出力の接続

１）振動機との接続

電源が遮断されていることを確認してから、コントローラの出力ケーブルとピエゾフィー

ダの振動機ケーブルを接続して下さい。

コネクタの電線色は右図のようになっています。

※１：産機製ピエゾフィーダ以外の振動機は接続しないで下さい。

※２：無負荷での運転はお止め下さい。

※３：振動機は必ず接地して下さい。

２）電源への接続

電源ケーブルを単相電源に接続します。

すべての配線が完了するまで電源は投入しないで下さい。

※１：接続する電源は必ず商用電源に接続して下さい。

※２：コントローラは必ず接地して下さい。

※３：入力電源側で 制御を行わないで下さい。

３）振動センサの接続

定振幅制御を行うために振動センサを接続します。

振動センサの取付

オプションの振動センサを、振動機の振動体上部又はボウル・シュート等の振動部分の

水平面 センサに印字してある矢印が水平に見えるように にＭ４ボルトで固定して下

さい。振動センサ本体、ケーブルが他と干渉が無いよう注意して取付して下さい。

また振動センサの取付方向は、振動センサのリード線側がワークの搬送方向です。

～

ピエゾフィーダ

振動機ケーブル

黒

振動センサ

ｵﾌﾟｼｮﾝ

白

リード線

振動センサの取付

振動部水平面

ワーク搬送方向
オーバーフロー

センサ

7
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振動センサの接続

付属の振動センサ入力用ケーブル ｺｰﾄﾞ を基板上のコネクタにしっかりと取り付け、

振動センサ と接続して下さい。

※１．振動センサ入力用ケーブルの取付を行う場合、操作パネルを外す必要があります。

電源が遮断されていることを確認してから操作パネルを外して下さい。

尚、操作パネルはコントローラ本体と接続線で繋がっています。取付・取り外しの

際は断線または挟み込み等無いよう十分注意して作業を行って下さい。

※２．コントローラと振動機 振動センサ 間のケーブル総長は最大４ｍまでとして

下さい。

延長する場合は必ず弊社専用ケーブルを使用して下さい。

また各ケーブルの配線は動力線と離した配線を考慮して下さい。

４）オーバーフローセンサの接続

オーバーフローセンサ入力用ケーブル ｺｰﾄﾞ の端末にオーバーフローセンサを接続

して下さい。

接続可能なセンサは、 ｵｰﾌﾟﾝｺﾚｸﾀ出力又は ｵｰﾌﾟﾝｺﾚｸﾀ出力が使用可能です。

センサを接続する前にジャンパーピンの設定を変更して下さい。

【ＮＰＮの場合】 【ＰＮＰの場合】

ｼﾞｬﾝﾊﾟｰﾋﾟﾝ位置： ｼﾞｬﾝﾊﾟｰﾋﾟﾝ位置：

赤［ 端子 ］－ｾﾝｻ 茶線

黒［ 端子 ］－ｾﾝｻ 青線

白［信号 端子 ］－ｾﾝｻ 黒線

ｺｰﾄﾞの端末コネクタ信号名

ｾﾝｻ 茶色

ｾﾝｻ 黒色

ｾﾝｻ 青色

内部回路

ｾﾝｻ 茶色

ｾﾝｻ 黒色

ｾﾝｻ 青色

内部回路
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※１．オーバーフローセンサ入力用ケーブル ｺｰﾄﾞ は端子台 入力 へ接続

されています。

※２．オーバーフローセンサを接続しない場合は、「ﾊﾟﾗﾒｰﾀ ＝Ｌｏ」に設定

して下さい。

※３．本コントローラのサービス電源は、 です。

オーバーフローセンサ、電磁弁等の消費電流の合計が超えないよう注意して

下さい。

５）外部信号の接続［ 入力］

オーバーフローセンサの他に振動機の運転・停止を行う場合に接続して下さい。

外部信号をご使用になる場合は、「ﾊﾟﾗﾒｰﾀ ＝ｈｉ」に設定して下さい。

※１．外部信号の接続を行う場合、操作パネルを外す必要があります。

電源が遮断されていることを確認してから操作パネルを外して下さい。

接続が完了後は、操作パネルを取り付けてから電源を投入して下さい。

尚、操作パネルはコントローラ本体と接続線で繋がっています。取付・

取り外しの際は断線または挟み込み等無いよう十分注意して作業を行っ

て下さい。

外部制御信号でコントローラの運転･停止を行う場合、無電圧接点信号又は電圧信号

のいずれかの方法で行えます。

ご使用になる信号と接続方法を間違えないよう下記①または②の方法で外部制御端子台

へ接続して下さい。配線の際は極性を間違えないようご注意下さい。

尚、 － 間には 以下の電流が流れます。微小電流用リレーを使用する

など接続機器の選定にご注意下さい。

①無電圧接点信号 ②電圧信号

短絡 

無電圧接点 

お客様回路例 
内部回路 内部回路 お客様回路例 
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【 入力と 入力の関係】

① が運転条件のときに が有効になります。

② と 共に運転条件となったときに、振動機は運転します。

信号の入力状態
振動機の動作状態

設定：ｈｉ 設定：Ｌｏ

入力

ﾊﾟﾗﾒｰﾀ

接続①：閉 接続②： 運転条件 停止

接続①：開 接続②： 停止 運転条件

入力

ﾊﾟﾗﾒｰﾀ

センサ信号：ＯＮ 運転条件 停止

センサ信号：ＯＦＦ 停止 運転条件

□：初期設定

６）外部出力

各出力の内部回路・機能を下記に記載します。

尚、各動作のタイムチャートについては、 を参照して下さい。

運転信号出力 ［リレー接点出力 ］

振動機出力に同期した信号です。

運転信号出力 ［ｵｰﾌﾟﾝｺﾚｸﾀ出力 以下］

振動機出力に同期した信号です。

運転信号遅延出力 ［ｵｰﾌﾟﾝｺﾚｸﾀ出力 以下］

タイマ設定により は振動機出力より先に立ち上がり、 は振動機出力より

遅れて立ち下がります。

Ｂ０

Ｂ１
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Ｂ２

Ｂ３

アラーム信号、異常信号出力 ［リレー接点出力 ］

ﾊﾟﾗﾒｰﾀ 設定で、ワーク不足信号と異常出力の機能に切替が出来ます。

① ＝ワーク不足信号： 入力が設定時間 ﾊﾟﾗﾒｰﾀ 続くと出力

② ＝異常信号 ：過電流エラー等のエラー停止時に出力

※１．本コントローラのサービス電源は、 です。

オーバーフローセンサ、電磁弁等の消費電流の合計が超えないよう注意して下さい。

７）速度切替機能

（ ）速度切替機能とは

本機は最大 つの運転パターン 電圧･周波数･振動量 を保存することができます。

運転パターンの切替は外部信号によって行います。

又、ｉｏモードにより運転パターン数、外部信号の入力条件が異なります。

ｉｏモードの設定方法については、 を参照して下さい。

（ ）運転パターンと運転モード及び外部信号ロジックについて

●運転モード別の運転パターン切替方法

①Ａモード

外部信号 入力 及び 入力 をＯＮ・ＯＦＦして行います。

②ｎモード

外部信号 入力 及び 入力 をＯＮ・ＯＦＦして行います。

パネル設定でＰ１、Ｐ２、Ｐ３、Ｐ４に切替えます。

入力

入力

を参照ください。

●各ｉｏモード別の運転パターンと運転モード Ａモード及びｎモード と外部信号の

ロジックとの関係は次項の ､ ､ になります。

内部回路

11
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ａ ｉｏ０１及びｉｏ０２の場合

運転モード Ａモード ｎモード

運転パターン １ ２ ３ ４ １ ２ ３ ４

外部信号時表示

パネル設定時表示 無効 無効 無効 無効

入力状態

※パネル設定時にあるＰ３及びＰ４は、外部信号で切替はできません。

ｂ ｉｏ０３の場合

運転モード Ａモード ｎモード

運転パターン １ ２ ３ ４ １ ２ ３ ４

外部信号時表示

パネル設定時表示 無効 無効 無効 無効

入力状態

入力状態

ｃ ｉｏ０４の場合

運転モード Ａモード ｎモード

運転パターン １ ２ ３ ４ １ ２ ３ ４

外部信号時表示

パネル設定時表示 無効 無効 無効 無効

入力状態

入力状態

（ ）運転パターン毎の振幅調整方法

①ｎモードで行います。

② ｷｰを３回押すと、 ﾗﾝﾌﾟが点滅し「 」を表示ます。

③ ▲ｷｰを押すと「 」→「 」→「 」→「 」→「 」の順に表示が変わりま

す。 ▼ｷｰの場合は逆順になります。

④「 」を表示中に ｷｰを押します。

（運転パターン２で振幅調整する場合）

※外部信号で運転パターン２に切替える場合は、「 」を表示中に ｷｰを押し、

入力 を 状態にします。

⑤ ﾗﾝﾌﾟが点灯し、電圧％を表示します。

⑥「８ 運転・振幅調整の方法」で振幅調整を行います。

⑦使用するパターン全ての調整が完了したらＡモードで運転を行って下さい。

Ａモードでは、強制的に外部信号の設定に切り替わります。

12
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７．操作パネルの説明

７－１．操作パネルの説明

１）表示灯の説明

名 称 内 容

① ﾃﾞｰﾀ表示部 桁の

電圧･周波数･各設定･ｴﾗｰｺｰﾄﾞを表示

② 周波数表示灯 ﾃﾞｰﾀ表示部が周波数表示のとき点灯

③ 電圧％表示灯 ﾃﾞｰﾀ表示部が電圧表示のとき点灯

④ 運転表示灯 ｺﾝﾄﾛｰﾗの出力状態

点灯 外部制御で運転中

点滅 ｷｰで強制運転中

長い消灯点滅 ｷｰで強制停止中

⑤ ﾊﾟﾗﾒｰﾀﾓｰﾄﾞ表示灯 点灯 ﾊﾟﾗﾒｰﾀ設定中

点滅 ｽﾋﾟｰﾄﾞ倍率変更設定 ﾓｰﾄﾞ､ のみ）

⑥ 運転ﾓｰﾄﾞ表示灯 点灯 Ａモード（運転モード）

消灯 ｎモード（調整モード）

点滅 ﾌｧﾝｸｼｮﾝ設定選択中

⑦ 定振幅制御表示灯 ﾓｰﾄﾞ 消灯（定電圧制御）

ﾓｰﾄﾞ 定振幅設定表示＊

⑧ 周波数ﾛｯｸ表示灯 ﾓｰﾄﾞ 点灯 周波数ﾛｯｸ中

消灯 周波数ﾛｯｸ解除

点滅 ﾌｧﾝｸｼｮﾝ設定選択中

ﾓｰﾄﾞ 周波数自動追尾設定表示＊

⑨ 運転ﾊﾟﾀｰﾝ設定時表

示灯

点灯 ﾊﾟﾈﾙ設定（ ﾓｰﾄﾞで設定時のみ）

消灯 外部信号設定

点滅 ﾌｧﾝｸｼｮﾝ設定選択中

13
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＊１．定振幅制御と周波数自動追尾の設定状態を⑦ 及び⑧ の点灯状態で表します。

ﾊﾟﾗﾒｰﾀ （振動ｾﾝｻで制御） ﾊﾟﾗﾒｰﾀ （ｾﾝｻﾚｽで制御）

制御設定

０ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ●

１ ● ●

２ ● ○ ● ● ○ ●

◯：消灯 、●：点灯 、 ：点滅 、 ：停止時点灯 運転時点滅

２）操作キーの説明

名 称 内 容

ｷｰ 強制運転･強制停止操作を行う。

ｷｰ 短押し ﾌｧﾝｸｼｮﾝ設定切替

長押し ﾊﾟﾗﾒｰﾀﾓｰﾄﾞ、通常ﾓｰﾄﾞの切替

ｷｰ 短押し ﾃﾞｰﾀ変更、決定

長押し ﾃﾞｰﾀｾｰﾌﾞ 電圧･周波数･振動量を保存 ｡

周波数ｻｰﾁ･ﾁｭｰﾆﾝｸﾞ開始

▲ｷｰ 通常ﾓｰﾄﾞ 周波数表示時に短押しすると電圧表示に切り替わります。

ﾓｰﾄﾞ時 電圧の変更はできません。

倍率変更設定 時は、ｽﾋﾟｰﾄﾞ倍率の変更可能

ﾓｰﾄﾞ時 出力電圧を調整します。

ﾊﾟﾗﾒｰﾀﾓｰﾄﾞ ﾊﾟﾗﾒｰﾀ の選択

▼ｷｰ

▲ｷｰ 通常ﾓｰﾄﾞ 電圧表示時に短押しすると周波数表示に切り替わります｡

ﾓｰﾄﾞ時 周波数の変更はできません。

ﾓｰﾄﾞ時 周波数を調整します。

ﾌｧﾝｸｼｮﾝ設定表示中 各ﾌｧﾝｸｼｮﾝ設定変更

ﾊﾟﾗﾒｰﾀﾓｰﾄﾞ 各ﾊﾟﾗﾒｰﾀのﾃﾞｰﾀ変更

▼ｷｰ

＊長押し：キーを２秒間押し続ける
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７－２．表示モードについて

１）通常モード

データ表示部に出力電圧、周波数、ﾌｧﾝｸｼｮﾝ設定を表示、設定

電源をＯＮするとこの表示になります。

Ａモード⇒出力電圧、周波数の表示。ﾌｧﾝｸｼｮﾝ設定を表示、設定

ｎモード⇒出力電圧、周波数の表示、設定・データセーブ。

ﾌｧﾝｸｼｮﾝ設定を表示、設定

２）パラメータモード（表示灯⑤ が点灯）

データ表示部にパラメータを表示、設定（詳細は⇒ ）

運転モードにより設定可能なパラメータは異なります。

Ａモード⇒運転中に変更が必要なパラメータを表示、設定

ｎモード⇒全パラメータを表示、設定

表示モードの切替は、 ｷｰを２秒間長押しです。

表示モードに関わらず、パネル及び外部制御による運転・停止操作は可能です。

７－３．ファンクション設定

通常モード（出力電圧又は周波数）表示中に操作可能です。 ｷｰを押すと⑤～⑨の表

示灯が順次点滅状態になり、各ファンクション設定項目がデータ表示部に表示されます。

運転モード、振幅制御設定により ｷｰを押したときに表示するファンクション設定は

異なります。

Ａモード（ の設定以外のとき）

電圧 周波数 → ⑥ → ⑨ → 電圧

Ａモード（ 、 設定時のみ）

電圧 周波数 → ⑥ → ⑨ → ⑤ → 電圧

ｎモード

電圧 周波数 → ⑥ → ⑧ → ⑨ → 電圧

設定の選択は ▲ｷｰ又は ▼ｷｰ、設定変更の実行は ｷｰで行います。

設定変更が完了すると電圧表示になります。

設定変更中に ｷｰを押さずに ｷｰで次の項目に移った場合は設定は変更されません。

※キー操作が５分間以上なかった場合は電圧表示になります。
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：運転モード選択

ﾃﾞｰﾀ表示部 モード 機 能

Ａ 
Ａモード

（運転モード）

各運転ﾊﾟﾀｰﾝ設定で振動機は運転します。

振幅制御設定 設定 で運転します。

電圧・周波数は変更できません。

ｎ
ｎモード

（調整モード）

各運転ﾊﾟﾀｰﾝ設定又はﾊﾟﾈﾙ設定で振動機は運転します。

ＶＶＶＦで振動機は動作します。

電圧周波数を設定し振幅調整を行います。

Ｓｒｃｈ 周波数ｵｰﾄﾁｭｰﾆﾝｸﾞ 設定電圧 で共振周波数をサーチします。

ｔｕｎｉ ﾁｭｰﾆﾝｸﾞ 電圧 の出力で振動機特性をサーチします。

：周波数固定設定

ｎモード時に周波数をロックするか設定します。

：運転パターン切替

ｘ ｘ ～ ：パネル設定を表示（ｎモードのみ設定可能）

ｘ ｘ ～ ：外部信号の状態の運転パターンを表示

ｉｏモード設定により切替可能な運転パターンは異なります。

又は ：外部信号 の状態（パターン１～２）

又は ：外部信号 の状態（パターン１～４）

 ：倍率変更設定のロック／ロック解除

Ａモード、振幅制御設定 、ﾘﾓｰﾄﾕﾆｯﾄ設定 のときのみ有効、表示します。

：ロック（スピード倍率変更できない。電圧設定の小数点部に「￣」を表示）

：ロック解除（スピード倍率変更が可能。電圧設定の小数点以下の数値表示）

７－４．運転準備

電源を入れる前に、コントローラの型式・仕様・電源電圧に間違いが無いか、また接続に

誤りが無いか再度ご確認下さい。特に外部信号を使用される場合は極性を間違えないよう

にお願いいたします。
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V2ｘｘ

　　0.　

0.　

　

Ｆｕｎｃキー

▲Ｆｒｅｑキー

Ｓｅｔキー

※次は<③パラメータの設定>へ進みます

プログラムバージョンを表示

(２秒間）

ｉｏモードを表示

(５秒間）

初期画面

出力％を表示

①電源ＯＮ

②運転モードから

調整モードへの切り換え

下記の順に表示されます

ＡＵＴＯランプが消灯し

調整モードになります

①データ表示部

②周波数表示灯

③電圧％表示灯

④運転表示灯

⑤パラメータ表示灯

⑥運転モード表示灯

⑦定振幅制御表示灯

⑧周波数ロック表示灯

⑨運転パターン設定

：点灯 ：点滅 ：消灯

<ランプの状態>

調整モードとは

⇒周波数・出力％の調整ができ、

全てのパラメータの設定・変更ができる

モードです

(Ａ) ＯＮ/OFFキー
(B) Ｆｕｎｃキー

(Ｃ) Ｓｅｔキー

(Ｄ) Ｖｏｌ▲キー

(Ｅ) Ｖｏｌ▼キー

(Ｆ)    Ｆｒｅｑ▲キー
(Ｇ)   Ｆｒｅｑ▼キー

操作パネル

表示の意味

「Ａ」： Ａモードへの切り換え

「ｎ」： への切り換え

「Srch」： 周波数サーチ

「 」： チューニング

出力％画面

８．運転・振幅調整の方法
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0ｕ　0

05　　L

Ｆｕｎｃキー

2秒長押し

※定電圧モードで使用する

場合は ０ｕを０にします

０であることを確認し

次の操作に進みます

Sｅｔキー

▲▼Ｆｒｅｑキー

０ｕを１に変えます

Sｅｔキー

出力％画面

点滅

点滅

※次は<③パラメータの設定>へ進みます

振動センサKS-3を
使用する場合

0u=1：
[定振幅・周波数自動追尾ﾓｰﾄﾞ]

0u=2：[定振幅ﾓｰﾄﾞ]

振動センサKS-3を
使用しない場合

0u=0
[定電圧ﾓｰﾄﾞ]

③パラメータの設定

調整モードになります

パラメータモード画面

に

※値の設定後、Ｓｅｔキーを押すと設定値が保存されます

※変更中にｓｅｔキーを押さずにＶｏｌ▲▼キーを押すと

変更が保存されずにキャンセルされます

又、キー操作が５分間以上無かった

場合は通常モード（電圧表示）に強制的に戻ります

※本章ではﾊﾟﾗﾒｰﾀNo.05、No.0uの変更について
記載していますが、その他パラメータの変更も同様の

操作にて変更可能です

点滅

０ｕを２に変えます

▲▼Ｆｒｅｑキー

Ｖｏｌ▼キー

Ｖｏｌ▼キー × ９回

※次ページへ続く
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05　L 05　　L

05　　C 05　　H 05　 AL

05　　C 05　　H 05　 AL

通常モード画面に

戻ります

Ｆｕｎｃキー

2秒長押し

※振動センサKS-3を使用しない場合は、④-Aへ進みます

振動センサKS-3を使用する場合は、 ④-Bへ進みます

点

滅

点滅 点滅点

滅

※次ページへ続く

※前ページからの続き

パラメータ ： 周波数オートチューニング時のサーチ範囲

：

：

：

：

※接続する振動機のサイズに見合った周波数帯（共振周波数）に

合わせて、パラメータ値を変更して下さい。

サーチする周波数が上記周波数とずれ過ぎていると、

流れる電流が大きくなりすぎ、過電流エラー等の原因となります

Sｅｔキー

▲▼Ｆｒｅｑキー
※No.05＝ で

使用する場合は

Ｌであることを確認し

次の操作に進みます

SｅｔキーSｅｔキーSｅｔキー

点滅

点滅
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ＯＮ／ＯＦＦ

キー

※ワークの搬送スピードが

最も速くなる周波数に

調整します

この際、振動が

強くなり過ぎる場合は

出力％を下げて下さい。

Ｖｏｌ▲キー

Ｖｏｌ▲▼

キー

④-A 振動センサKS-3を使用しない場合（0u=0）

※以下の操作は

強制運転で運転の

状態で行います

ＲＵＮランプ状態の意味>

点灯： 外部制御で運転中

消灯： 停止（外部制御 時）

短い点滅： 強制運転で運転

長い点滅： 強制運転で停止

※強制運転とは

⇒ＯＮ／ＯＦＦボタンを押し

外部制御に関わらず強制的に

運転及び停止行うことです

▲▼Ｆｒｅｑキー

▼Ｆｒｅｑキー

※出力％設定画面から

周波数設定画面へ

切り替えます

※周波数設定画面から

出力％設定画面へ

切り替えます

Ｖｏｌ▲▼

キー

※出力％をワークが

僅かに動くぐらいの

スピードになるまで

下げます。

Ｓｅｔキー

2秒長押し

※出力％を調整して

必要なスピードに

なる様に、数値を

調整します。

Ｖｏｌ▲▼

キー

はコントローラ本体に

周波数と出力％を保存する為の作業です

「 」の表示が点滅すれば保存完了です

（０ｕ １、２の時は振動量も保存されます）

しないで本体の電源を切ると

保存はされません

ＳＡＶＥ作業は必ず振動機が運転している

状態で行って下さい

※<⑤調整モードから運転モードへの切り換え>へ進みます

▲▼Ｆｒｅｑキー

▲▼Ｆｒｅｑキー
点滅

※出力％を ～ ％

程度に設定します。

※周波数を調整し、

ワークが最も良く

走行する数値に

調整します。

※出力％設定画面から

周波数画面へ

切り替えます
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Ｓｒｃｈ

Ｌｕｎｉ

④-B 振動センサKS-3を使用する場合
（定振幅モードでフィードバック制御をする場合 0u=1,2）

ＯＮ／ＯＦＦ

キー

Ｓｅｔキー

2秒長押し

※以下の操作は

強制運転で運転の

状態で行います

Ｓｅｔキー

2秒長押し

※「Ｈｚ」と「％」のランプが

交互に点滅し

周波数サーチを開始します

点滅が止まれば

周波数サーチ完了です

Ｆｕｎｃキー

Ｓｅｔキー

2秒長押し

※「Ｈｚ」と「％」のランプが交互に

点滅し、チューニングを開始します

チューニング ％出力にて

行われます

点滅が止まれば完了です

Ｖｏｌ▲▼

キー

Ｖｏｌ▲▼

キー

※<⑤調整モードから運転モードへの切り換え>へ進みます

点滅

交互に点滅

▲Ｆｒｅｑキー

×2回 交互に点滅

※出力％を調整して必要な

スピードになる様に、

数値を調整します。

Ｆｕｎｃキー

Ｖｏｌ▲▼

キー

※出力％を ％前後まで

上げます

▲Ｆｒｅｑキー

※尚、チューニング及び周波数サーチ中は

振動機に触らない様、お願いします。

不具合の原因になります。
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20.　

Ｆｕｎｃキー

▲▼Ｆｒｅｑキー

Ｓｅｔキー

⑤調整モードから運転モードへの切り換え（4-A、4-B作業後共通作業）

ｕ＝０の時

※これで振動の調整作業は完了です

ｕ＝１の時 ｕ＝２の時

※<⑤調整モードから運転モードへの切り換え>へ進みます

運転モードとは

・調整モードで した値で運転します

ｕ＝１、２の時はフィードバック制御します

０ｕ＝０の時

⇒ＡＵＴＯランプのみが点灯します

０ｕ＝１の時
⇒ＡＵＴＯランプとＡＡＣランプが両方点灯し、

F-LOCKが点滅します

０ｕ＝２の時
⇒ＡＵＴＯランプとＡＡＣランプが両方点灯します

上記ランプの状態が運転モードになった状態です

22
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⑥-A フィードバックゲイン（ＰＩ制御ゲイン）の調整

Ｖｏｌ▼

キー

Ｓｅｔキー

▲▼Ｆｒｅｑキー

Ｓｅｔキー

この章の操作は、

スピードが速くなったり遅くなったりを繰り返し
脈動する場合に行う操作になります

振動センサ信号の出力への反応を調整します

尚、この操作は振動機が運転している状態で

行って下さい。

※この値を変更し反応速度を

変えます

ﾊﾟﾗﾒｰﾀ を「０Ｐ」まで

切り替えます

※値の設定は、

１～９の範囲で変更できます。

数値が低い程、反応が遅く

数値が高い程、反応が早くなります

※<運転時の起動が遅い時

ﾊﾟﾗﾒｰﾀ （ソフトスタート）の秒数を

短くしても改善されない場合は、

ﾊﾟﾗﾒｰﾀ （反応速度）の数値を高くすると

改善される可能性があります

Ｆｕｎｃキー

2秒長押し

Ｆｕｎｃキー

2秒長押し

⑥番外編 フィードバック制御がうまくいかない時

運転モード

点滅

点滅

出力％画面

出力％画面
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20.  

0A0.0

0P  9

0P   9

0P   7

0P   7

20.  

⑥-A フィードバックゲイン（ＰＩ制御ゲイン）の調整

Ｖｏｌ▼キー

Ｓｅｔキー

▲▼Ｆｒｅｑキー

Ｓｅｔキー

この章の操作は、

スピードが速くなったり遅くなったりを繰り返し
脈動する場合に行う操作になります

振動センサ信号の出力への反応を調整します

尚、この操作は振動機が運転している状態で

行って下さい。

※この値を変更し反応速度を

変えます

ﾊﾟﾗﾒｰﾀNo.を「０Ｐ」まで

切り替えます

※値の設定は、

Ver.202までは１～９

Ver.215以降は１～２７の範囲で変更できます。

数値が低い程、反応が遅く

数値が高い程、反応が早くなります

※<運転時の起動が遅い時>

ﾊﾟﾗﾒｰﾀNo.0C（ソフトスタート）の秒数を

短くしても改善されない場合は、

ﾊﾟﾗﾒｰﾀNo.0P（反応速度）の数値を高くすると

改善される可能性があります

Ｆｕｎｃキー

2秒長押し

Ｆｕｎｃキー

2秒長押し

⑥番外編 フィードバック制御がうまくいかない時
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20.　

20.　

⑥-Ｂ フィードバック時の周波数自動追尾時間の調整

（0u=1の時のみ）

Ｖｏｌ▲キー

× ８回

▲▼Ｆｒｅｑキー

Sｅｔキー

Sｅｔキー

この章の操作は、

周波数を自動追尾する時間間隔を

変更する操作になります。

フィードバック制御の反応速度が、

速すぎたり遅すぎたりして、ワークの搬送が

安定しない場合に行って下さい。

尚、この操作は振動機が運転している状態で

行って下さい

Ｆｕｎｃキー

2秒長押し

※ＯＮ キーを押し

ＲＵＮランプを

点灯状態にします

ＯＮ／ＯＦＦキー

Ｆｕｎｃキー

2秒長押し

実際にワークの動きを

見ながらパラメータ の値を調整して下さい

動きの変化を見る為、ゆっくりと操作して下さい

改善されない場合は、再度パラメータ値を変えて

調整して下さい

出力％画面

出力％画面

点滅

点滅
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Ｌｏｃ　

ｕＬｏｃ　

▲▼Ｆｒｅｑキー

Ｓｅｔキー

Ｓｅｔキー

2秒長押し
ＰＡＴランプ及び

ＳＡＶＥ表示が

回 点滅します

※振動量が保存

された状態です

Ｓｅｔキー

2秒長押し
ＰＡＴランプ及び

ＳＡＶＥ表示が

回 点滅します

Ｆｕｎｃキー×3回
保存してある振動量を基準（ 倍）とします

スピード調整はこの振動量を直接変更

して行います

電圧％は 時の電圧％となり、倍率に

比例しません

尚、この機能はﾊﾟﾗﾒｰﾀ ＝１、２に

設定した時のみに有効となる機能です

⑥-Ｃ 振動量の微調整

※小数点が

表示されます

Ｖｏｌ▼

キー

※運転状態を確認しながら

倍率を調整します

この作業はゆっくり慎重に行って下さい

※ＳＡＶＥ作業をしていない状態で、

Ｆｕｎｃキーを押すと変更は保存されず

キャンセルされます

※例として、振動量を 倍にした時に

電圧％が になった状態を

表しています。

但し、振動量を下げたとしても、

必ず電圧％が下がる訳ではありません

振動量を上げた場合も同様です。

※運転状態を確認しながら

倍率を調整します

※ＳＡＶＥ作業は必ず運転状態で

行って下さい

※２分間キー操作がなければ、

Ｌｏｃ状態に戻ります

点滅

点滅

Ｖｏｌ▲

キー

Ｖｏｌ▼

キー
Ｖｏｌ▲

キー
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９．付加機能

９－１．ソフトスタート・ソフトストップ機能

ピエゾフィーダの立ち上がり時間、立ち下がり時間の調整が必要な場合、ソフトスター

ト・ソフトストップの設定を変更して下さい。

パラメータの設定で変更します。

ﾊﾟﾗﾒｰﾀ ：ｿﾌﾄｽﾀｰﾄ ＝運転開始後、設定出力に到達するまでの時間

ﾊﾟﾗﾒｰﾀ ：ｿﾌﾄｽﾄｯﾌﾟ ＝停止条件後、設定出力から停止するまでの時間

設定時間は ～ 秒です。（初期値は無効）

９－２．オーバーフローセンサタイマ機能

オーバーフローセンサ 入力 のタイマ設定はパラメータ設定で行います。

ﾊﾟﾗﾒｰﾀ ： ﾃﾞｨﾚｲ ＝停止中にセンサ信号ＯＮ状態が続き運転するまでの時間

ﾊﾟﾗﾒｰﾀ ： ﾃﾞｨﾚｲ ＝運転中にセンサ信号ＯＦＦ状態が続き停止するまでの時間

９－３．運転信号遅延出力タイマ機能

運転信号遅延出力 の動作を振動機出力のタイミングとずらすことができます。

ﾊﾟﾗﾒｰﾀ ：起動遅れ ＝振動機出力が運転条件になったとき を出力し、振動機

の出力を開始するまでの時間

ﾊﾟﾗﾒｰﾀ ：停止遅れ ＝振動機出力が停止後、 がＯＮし続ける時間

26
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１０．ｉｏモード設定機能

本機は、 入力 の制御対象を切り替えることができます。

ｉｏモード設定で出来る機能は

①ｉｏモードの切替

②設定データの初期化【工場出荷時の状態に戻す】

機 能 制御対象

ｉｏ０１ 入力で振動機出力を制御する【ｵｰﾊﾞｰﾌﾛｰ停止有り】（工場出荷設定）

ｉｏ０２ 入力で振動機出力を制御しない【ｵｰﾊﾞｰﾌﾛｰ停止なし】

ｉｏ０３ 入力は、パターン切替入力［ 固定］

ｉｏ０４ 入力は、パターン切替入力［ 固定］

９９ 設定データの初期化【工場出荷時の状態に戻す】

１）ｉｏモードの切替方法

電源 状態で、 ▲ｷｰと ▼ｷｰを同時に押しながら電源を投入する。

データ表示部が「ｉｏ０１」を表示し起動します。

※通常起動してしまった場合は、再度行って下さい。

▲ｷｰを押し、使用するｉｏモードを選択します。

「 」→「 」→「 」→「 」→「 」→「 」の順に表示します。

▼ｷｰの場合は逆順になります。

ｷｰを２秒間長押しで、選択したｉｏモードで通常起動します。

例えば、「 」を選択した場合は、電源ＯＮ時にｉｏモードを表示する際に、

「 」を表示します。

２）各ｉｏモード時の動作

ｉｏモードにより、入力信号（ ～ ）の機能割り当てが変わります。

入力信号の機能

信号名

ｉｎ１ 外部信号入力 外部信号入力

ｉｎ２ オーバーフローセンサ入力 パターン切替入力２

ｉｎ３ パターン切替入力１ パターン切替入力１
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各ｉｏモード時の動作は次の ａ ～ ｂ のタイムチャートの動作になります。

ａ 入力をオーバーフローセンサ入力で使用する場合

運転パターンは、２パターン切替可能

①ｉｏ０１の時 ②ｉｏ０２の時

ｂ 入力を運転パターン切替入力２で使用する場合

運転パターンは、４パターン切替可能

の時、ﾊﾟﾗﾒｰﾀ ｢ ｣ ｢ ｣は無効に

なります
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３）設定データの初期化【工場出荷時の状態に戻す】

電源 状態で、 ▲ｷｰと ▼ｷｰを同時に押しながら電源を投入する。

データ表示部が「ｉｏ０１」を表示し起動します。

※通常モードで起動してしまった場合は、再度行って下さい。

▲ｷｰを４回押すと、データ表示部に「９９」が点滅表示されます。

ｷｰと ｷｰを同時に３秒間長押しするとオールリセットされます。

オールリセットが完了するとデータ表示部は「９９」が点灯状態になります。

ｷｰを２秒間長押しで工場出荷時の状態で通常起動します。

この状態で一旦電源を し、再び電源を投入した場合も同様です。

※この操作を実行するとパラメータ・周波数・電圧設定データは全て消去されます。

１１．リモートユニット（ ）について

リモートユニットを接続し、外部よりピエゾコントローラの出力電圧を操作できます。

※周波数は、コントローラ本体の設定周波数になります。

使用方法の詳細については、別途リモートユニット（ ）の取扱説明書をご参照くだ

さい。

１）機能

電圧可変入力 ：３点（それぞれ可変抵抗又はアナログ ～ 入力を選択）

電圧可変入力の切替入力：３点（無電圧接点入力）

２）接続

Ｐｘ１２－Ｆ本体の端子台 Ｓ に接続

３）使用方法

リモートユニット設定を有効（ﾊﾟﾗﾒｰﾀ ）にします。

設定をｈｉ（ﾊﾟﾗﾒｰﾀ ）にします。

「８．運転・振幅調整の方法」で振幅調整を行います。

※ここで行った振動が、リモートユニットで操作できる最大値になります。

Ａモードで運転します。

運転・停止は、リモートユニット側の制御信号で行って下さい。

ＰＸ１２－Ｆ本体の ｷｰで行った場合は、リモートユニット側

の入力が無効になります。

Ａモード、リモートユニット設定が有効時は、データ表示部に表示

される電圧％時の少数点部分は右図のようになります。
３０．
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Ｆｕｎｃキー

2秒長押し

Sｅｔキー

▲▼Ｆｒｅｑキー

Sｅｔキー

通常モード画面

点滅

点滅

Ｖｏｌ▲▼キー

Ｆｕｎｃキー

2秒長押し

パラメータモード

画面

通常モード画面

に戻ります

※数値の設定後、Ｓｅｔキーを

押すと設定値が保存されます

※変更中にｓｅｔキーを押さずにＶｏｌ▲▼キーを

押すと、変更が保存されずにキャンセルされます

又、キー操作が５分間以上無かった

場合は通常モード（電圧表示）に強制的に戻ります

※設定したいパラメータのところでＳｅｔキーを

押すと項目が点滅し数値を変更することができます

ここではパラメータNo.０Ａを例にしています

※パラメータモードでＶｏｌ▲▼キーを押すと

枠内に示したパラメータの項目を移動できます

Ｖｏｌ▲キー： 0A、0b、0C・・・の順に移動
Ｖｏｌ▼キー： 0A、0u、io01・・・の順に移動

※Ａモードでは、「＊」印をつけたパラメータのみ変更できます

ｎモードでは全てのパラメータが変更できます

詳細は「パラメータ設定一覧」の表を参照して下さい

１２．パラメータの設定方法

１）パラメータデータの設定方法
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２）パラメータ設定一覧

▲を押すと表の下方向の順で表示。 ▼は逆順で表示

機能名 説 明 設定範囲

初期値  
運転ﾊﾟﾀｰﾝ

ｎ Ａ

0A 入力ｵﾝﾃﾞｨﾚｲﾀｲﾏ 〇 〇 〇

0b 入力ｵﾌﾃﾞｨﾚｲﾀｲﾏ 〇 〇 〇

0C 出力ｿﾌﾄｽﾀｰﾄﾀｲﾏ

無効
〇 〇 〇

0d 出力ｿﾌﾄｽﾄｯﾌﾟﾀｲﾏ

無効
〇 〇 〇

0E 起動遅れﾀｲﾏ 出力起動遅れﾀｲﾏ 〇 〇 〇

0F 停止遅れﾀｲﾏ 出力停止遅れﾀｲﾏ 〇 〇 〇

0n ﾜｰｸ不足ﾀｲﾏ 入力ﾜｰｸ不足検知 〇 〇 〇

0L ﾘﾓｰﾄﾕﾆｯﾄ設定 ﾘﾓｰﾄﾕﾆｯﾄ無効

ﾘﾓｰﾄﾕﾆｯﾄ有効
〇 〇 －

0o 周波数追尾周期 周波数が変化する周期の設

定
〇 〇 〇

0P 制御ｹﾞｲﾝ 定振幅制御時、振動の変化

に対する出力の反応速度を

設定

遅い ⇔ 早い

〇 〇 〇

0q 振動ｾﾝｻ設定 定振幅制御で振動ｾﾝｻ使用

有効 無効
〇 〇 －

0r ｻｰﾁ設定 周波数ｵｰﾄﾁｭｰﾆﾝｸﾞ時の振動

ｾﾝｻ使用 有効 無効
〇 〇 －

05 調整周波数範囲 周波数ｵｰﾄﾁｭｰﾆﾝｸﾞ時のｻｰﾁ

範囲を設定
〇 〇 －

06 設定 入力のﾛｼﾞｯｸ 接点｢閉｣

で運転

接点｢開｣

で運転

〇 〇 －

07 設定 入力のﾛｼﾞｯｸ
〇 〇 －

08 設定 出力の機能設定 〇 〇 －

表示ﾊﾟﾀｰﾝ ﾊﾞｯｸｱｯﾌﾟ表示のﾊﾟﾀｰﾝ 〇 －

表示 出力電圧ﾊﾞｯｸｱｯﾌﾟ表示 〇 －

表示 周波数ﾊﾟｯｸｱｯﾌﾟ表示 〇 －

ﾊﾞｰｼﾞｮﾝ情報 ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑﾊﾞｰｼﾞｮﾝ 〇 －

ﾓｰﾄﾞ 表示 ｵｰﾊﾞｰﾌﾛｰ停止有り

ｵｰﾊﾞｰﾌﾛｰ停止なし

ﾊﾟﾀｰﾝ 固定

ﾊﾟﾀｰﾝ 固定

〇 －

0u 振幅制御設定 定電圧

定振幅･周波数自動追尾

定振幅

〇 〇 －

運転中変更 ：〇･･･変更可能 ， ･･･変更対象外

モード別表示 ：〇･･･表示する ， －･･･表示しない

運
転
中
変
更

運転ﾓｰﾄﾞ

別の表示 
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２）パラメータ設定一覧 

Vol▲を押すと表の下方向の順で表示。Vol▼は逆順で表示 

No. 機能名 説 明 設定範囲 

初期値 
 

 
運転ﾊﾟﾀｰﾝ 

1 2 3 4 ｎ Ａ 

0A ON delay timer in2入力ｵﾝﾃﾞｨﾚｲﾀｲﾏ 0.0-9.9 0.0 〇 〇 〇 

0b OFF delay timer in2入力ｵﾌﾃﾞｨﾚｲﾀｲﾏ 0.0-9.9 0.0 〇 〇 〇 

0C Soft start 出力ｿﾌﾄｽﾀｰﾄﾀｲﾏ 0.2-9.9 

--:無効 
-- 〇 〇 〇 

0d Soft stop 出力ｿﾌﾄｽﾄｯﾌﾟﾀｲﾏ 0.2-9.9 

--:無効 
-- 〇 〇 〇 

0E 起動遅れﾀｲﾏ 出力起動遅れﾀｲﾏ 0.0-9.9 0.0 〇 〇 〇 

0F 停止遅れﾀｲﾏ OUT4出力停止遅れﾀｲﾏ 0.0-9.9 0.0 〇 〇 〇 

0n ﾜｰｸ不足ﾀｲﾏ in2入力ﾜｰｸ不足検知 0-99 10 〇 〇 〇 

0L ﾘﾓｰﾄﾕﾆｯﾄ設定 oF :ﾘﾓｰﾄﾕﾆｯﾄ無効 

on :ﾘﾓｰﾄﾕﾆｯﾄ有効 
oF/on oF 〇 〇 － 

0o 周波数追尾周期 周波数が変化する周期の設

定 
0.1-9.5 1.0 〇 〇 〇 

0P PI 制御ｹﾞｲﾝ 定振幅制御時、振動の変化

に対する出力の反応速度を

設定 

1(遅い)⇔9､27(早い) 

V202まで: 

1-9 
V215以降: 

1-27 

9 〇 〇 〇 

0q 振動ｾﾝｻ設定 定振幅制御で振動ｾﾝｻ使用 

有効/無効 
oF/on on 〇 〇 － 

0r ｻｰﾁ設定 周波数ｵｰﾄﾁｭｰﾆﾝｸﾞ時の振動

ｾﾝｻ使用 有効/無効 
oF/on oF 〇 〇 － 

05 調整周波数範囲 周波数ｵｰﾄﾁｭｰﾆﾝｸﾞ時のｻｰﾁ

範囲を設定 

L:50-180Hz 

C:160-280Hz 

H:260-400Hz 

AL:50-400Hz 

L 〇 〇 － 

06 in1設定 in1入力のﾛｼﾞｯｸ 

 

hi:接点｢閉｣ 

で運転 

Lo:接点｢開｣ 

で運転 

Lo 〇 〇 － 

07 in2設定 in2入力のﾛｼﾞｯｸ 
hi 〇 〇 － 

08 OUT2設定 OUT2出力の機能設定 AL/Er AL 〇 〇 － 

 表示ﾊﾟﾀｰﾝ No. ﾊﾞｯｸｱｯﾌﾟ表示のﾊﾟﾀｰﾝ No.  PAt1 PAt2 PAt3 PAt4  〇 － 

 %表示 出力電圧ﾊﾞｯｸｱｯﾌﾟ表示  0.0 0.0 0.0 0.0  〇 － 

 Hz 表示 周波数ﾊﾟｯｸｱｯﾌﾟ表示  240.0 240.0 240.0 240.0  〇 － 

 ﾊﾞｰｼﾞｮﾝ情報 ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑﾊﾞｰｼﾞｮﾝ  V2xx  〇 － 

 io ﾓｰﾄﾞ No.表示 io01:ｵｰﾊﾞｰﾌﾛｰ停止有り 

io02:ｵｰﾊﾞｰﾌﾛｰ停止なし 

io03:4 ﾊﾟﾀｰﾝ[in2:Lo固定] 

io04:4 ﾊﾟﾀｰﾝ[in2:hi固定] 

io01/io02 

io03/io04 
io01  〇 － 

0u 振幅制御設定 0:定電圧 

1:定振幅･周波数自動追尾 

2:定振幅 

0-2 0 〇 〇 － 

運転中変更  ：〇･･･変更可能 ，  ･･･変更対象外 

モード別表示 ：〇･･･表示する ， －･･･表示しない 
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２）パラメータ設定一覧 

Vol▲を押すと表の下方向の順で表示。Vol▼は逆順で表示 

No. 機能名 説 明 設定範囲 

初期値 
 

 
運転ﾊﾟﾀｰﾝ 

1 2 3 4 ｎ Ａ 

0A ON delay timer in2入力ｵﾝﾃﾞｨﾚｲﾀｲﾏ 0.0-9.9 0.0 〇 〇 〇 

0b OFF delay timer in2入力ｵﾌﾃﾞｨﾚｲﾀｲﾏ 0.0-9.9 0.0 〇 〇 〇 

0C Soft start 出力ｿﾌﾄｽﾀｰﾄﾀｲﾏ 0.2-9.9 

--:無効 
-- 〇 〇 〇 

0d Soft stop 出力ｿﾌﾄｽﾄｯﾌﾟﾀｲﾏ 0.2-9.9 

--:無効 
-- 〇 〇 〇 

0E 起動遅れﾀｲﾏ 出力起動遅れﾀｲﾏ 0.0-9.9 0.0 〇 〇 〇 

0F 停止遅れﾀｲﾏ OUT4出力停止遅れﾀｲﾏ 0.0-9.9 0.0 〇 〇 〇 

0n ﾜｰｸ不足ﾀｲﾏ in2入力ﾜｰｸ不足検知 0-99 10 〇 〇 〇 

0L ﾘﾓｰﾄﾕﾆｯﾄ設定 oF :ﾘﾓｰﾄﾕﾆｯﾄ無効 

on :ﾘﾓｰﾄﾕﾆｯﾄ有効 
oF/on oF 〇 〇 － 

0o 周波数追尾周期 周波数が変化する周期の設

定 
0.1-9.5 1.0 〇 〇 〇 

0P PI 制御ｹﾞｲﾝ 定振幅制御時、振動の変化

に対する出力の反応速度を

設定 

1(遅い)⇔9､27(早い) 

V202まで: 

1-9 
V215以降: 

1-27 

9 〇 〇 〇 

0q 振動ｾﾝｻ設定 定振幅制御で振動ｾﾝｻ使用 

有効/無効 
oF/on on 〇 〇 － 

0r ｻｰﾁ設定 周波数ｵｰﾄﾁｭｰﾆﾝｸﾞ時の振動

ｾﾝｻ使用 有効/無効 
oF/on oF 〇 〇 － 

05 調整周波数範囲 周波数ｵｰﾄﾁｭｰﾆﾝｸﾞ時のｻｰﾁ

範囲を設定 

L:50-180Hz 

C:160-280Hz 

H:260-400Hz 

AL:50-400Hz 

L 〇 〇 － 

06 in1設定 in1入力のﾛｼﾞｯｸ 

 

hi:接点｢閉｣ 

で運転 

Lo:接点｢開｣ 

で運転 

Lo 〇 〇 － 

07 in2設定 in2入力のﾛｼﾞｯｸ 
hi 〇 〇 － 

08 OUT2設定 OUT2出力の機能設定 AL/Er AL 〇 〇 － 

 表示ﾊﾟﾀｰﾝ No. ﾊﾞｯｸｱｯﾌﾟ表示のﾊﾟﾀｰﾝ No.  PAt1 PAt2 PAt3 PAt4  〇 － 

 %表示 出力電圧ﾊﾞｯｸｱｯﾌﾟ表示  0.0 0.0 0.0 0.0  〇 － 

 Hz 表示 周波数ﾊﾟｯｸｱｯﾌﾟ表示  240.0 240.0 240.0 240.0  〇 － 

 ﾊﾞｰｼﾞｮﾝ情報 ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑﾊﾞｰｼﾞｮﾝ  V2xx  〇 － 

 io ﾓｰﾄﾞ No.表示 io01:ｵｰﾊﾞｰﾌﾛｰ停止有り 

io02:ｵｰﾊﾞｰﾌﾛｰ停止なし 

io03:4 ﾊﾟﾀｰﾝ[in2:Lo固定] 

io04:4 ﾊﾟﾀｰﾝ[in2:hi固定] 

io01/io02 

io03/io04 
io01  〇 － 

0u 振幅制御設定 0:定電圧 

1:定振幅･周波数自動追尾 

2:定振幅 

0-2 0 〇 〇 － 

運転中変更  ：〇･･･変更可能 ，  ･･･変更対象外 

モード別表示 ：〇･･･表示する ， －･･･表示しない 
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１３．保護、警報

１）エラー表示

エラー発生時はエラー番号をデータ表示部に表示し、出力を強制停止します。

エラーの解除は下記 ～ の方法で行なって下さい。

尚、エラー解除の際は異常を取り除いてから行なって下さい。

また外部信号が運転条件の場合、解除後すぐに運転状態となりますのでご注意下さい。

電源ＯＦＦにより解除

▼ｷｰ と ▼ｷｰ を同時に３秒長押しで解除。

ｴﾗｰ番号 ｴﾗｰ名称 内 容

過電流ｴﾗｰ 出力が最大出力電流を超えている

過電圧ｴﾗｰ 出力が最大出力電圧を超えている

温度異常 ｺﾝﾄﾛｰﾗの内部温度が高くなりすぎている

ｻｰﾁｴﾗｰ 周波数ｵｰﾄﾁｭｰﾆﾝｸﾞ、ﾁｭｰﾆﾝｸﾞの失敗

定振幅ｴﾗｰ 出力電流の増加異常（ のみ）

ﾊﾟﾗﾒｰﾀｴﾗｰ 起動時ﾒﾓﾘ異常

運転ﾃﾞｰﾀｴﾗｰ 起動時ﾒﾓﾘ異常

ｼｽﾃﾑﾃﾞｰﾀｴﾗｰ 起動時ﾒﾓﾘ異常

２）警報表示

通常モード表示中に ｷｰを押すと警報表示します。

運転中でも出力は停止しません。

継続して使用を続けるとエラーとなる可能性がありますので設定等の見直しを行なって

下さい。

警報番号 警報名称 内 容

過電圧警告 最大出力電圧になっている

過電流警告 最大出力電流になっている

ｾﾝｻ異常 ｾﾝｻの値がある規定値以下になっている

ｾﾝｻ接続異常 ｾﾝｻが別の振動機に接続されている

ｾﾝｻ異常 ｾﾝｻ､振動機の接続が認識できない
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１４．トラブルの場合

トラブル 推定原因 対 処

振動機が振動しない 電源が接続されていない 電源を接続して下さい

電圧 が 電圧 を設定して下さい

周波数設定があっていない 共振周波数に合わせて下さい

出力ｺﾈｸﾀが振動機とつながっていない 振動機と接続して下さい

ﾗﾝﾌﾟが消灯している 外部制御､ｵｰﾊﾞｰﾌﾛｰｾﾝｻを確認

ﾊﾟﾗﾒｰﾀの設定を確認

ﾗﾝﾌﾟが点滅している ｷｰを押して下さい

電圧 が設定できない ﾗﾝﾌﾟが点灯している ﾓｰﾄﾞにな

っている

ｎﾓｰﾄﾞにして下さい

周波数調整ができない ﾗﾝﾌﾟが点灯している ﾓｰﾄﾞにな

っている

ｎﾓｰﾄﾞにして下さい

ｎﾓｰﾄﾞで ﾗﾝﾌﾟが点灯している ﾛｯｸを解除して下さい

電源を切ると電圧・周波数

設定が消える

ﾃﾞｰﾀ をしていない ﾃﾞｰﾀ して下さい

過電流ｴﾗｰ がでる 振動機が異常？ 販売店にご相談下さい

ｺﾝﾄﾛｰﾗ出力ｹｰﾌﾞﾙ、振動機の電線の被覆

が傷等により地絡している

電線を交換する

周波数がずれている 共振周波数に合わせて下さい

周波数ｵｰﾄﾁｭｰﾆﾝｸﾞ時のｻｰﾁ範囲が適切

ではない

ご使用の振動機に合わせてﾊﾟﾗﾒｰ

ﾀ を設定して下さい

運転すると ｴﾗｰが出る 小型振動機で振動調整したまま、大型

振動機に接続して運転した

再度振動調整を行って下さい

起動時ﾒﾓﾘ異常 が

出る

電源ＯＮ時にメモリ異常があった 電源リセットして下さい

繰り返し出る場合は販売店にご

相談下さい

１５．オプション品一覧

名 称 使用電線 長さ 端 末 備 考

電源ｹｰﾌﾞﾙ ﾋﾟﾝ端子ｵｽ

標準で取付
出力ｹｰﾌﾞﾙ

ﾀｰﾐﾅﾙ

ﾊｳｼﾞﾝｸﾞ

ｵｰﾊﾞｰﾌﾛｰｾﾝｻ入力

用ｹｰﾌﾞﾙ ｺｰﾄﾞ

ﾀｰﾐﾅﾙ

ﾊｳｼﾞﾝｸﾞ

振動ｾﾝｻ入力用

ｹｰﾌﾞﾙ ｺｰﾄﾞ

ﾀｰﾐﾅﾙ
付属品

ﾊｳｼﾞﾝｸﾞ

振動ｾﾝｻ
ﾀｰﾐﾅﾙ

ﾊｳｼﾞﾝｸﾞ

振動ｾﾝｻ入力用

延長ｹｰﾌﾞﾙ

ﾀｰﾐﾅﾙ

ﾊｳｼﾞﾝｸﾞ
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１６．仕 様

型 式 Ｐ２１２－Ｆ Ｐ３１２－Ｆ

入力

電圧 ±

周波数

相数 単相

出力

制御方式 正弦波 方式

最大電流

電圧 ～

周波数 ～

運転

ﾓｰﾄﾞ

定電圧ﾓｰﾄﾞ 設定した周波数で定電圧制御

定振幅ﾓｰﾄﾞ 設定した周波数で定振幅制御

定振幅･共振周波数追尾ﾓｰﾄﾞ 振動機の共振点付近で自動追尾し定振幅制御

振動ｾﾝｻ 【ｵﾌﾟｼｮﾝ】 （定振幅制御に使用）

付加

機能

運転停止 外部信号により運転･停止が可能（接点又は ）

ｵｰﾊﾞｰﾌﾛｰｾﾝｻ入力 ｵｰﾌﾟﾝｺﾚｸﾀｾﾝｻ接続可能

運転信号出力 無電圧接点及び ｵｰﾌﾟﾝｺﾚｸﾀ

速度切替 外部信号により運転ﾊﾟﾀｰﾝ切替

その他 周波数ｵｰﾄﾁｭｰﾆﾝｸﾞ､ｿﾌﾄｽﾀｰﾄ､ｿﾌﾄｽﾄｯﾌﾟ､短絡保護等

ｻｰﾋﾞｽ電源

使用温度範囲 ～ ℃

使用湿度範囲 ～ （但し、結露なきこと

使用場所 屋内（腐食性ｶﾞｽ、塵埃等のない所）

耐ﾉｲｽﾞ 以上

受電容量

質量

適

用

振

動

機

ﾎﾞｳﾙﾌｨｰﾀﾞ

以降の型式を記載

ｲﾝﾗｲﾝﾌｨｰﾀﾞ

以降の型式を記載
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１７．外形寸法図

【Ｐ２１２－Ｆ】

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【Ｐ３１２－Ｆ】

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

※入出力ケーブルは省略しています。

【振動センサ ＫＳ－３】（オプション品）

 
 
 

ケーブル長さ１ｍ
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１８．保証

保証期間は製品出荷日より１年間です。

（ただし、１日８時間運転として換算します。）

〔保証条件〕

１．保証の期間中に、取扱説明書、製品貼付けのラベル等の注意書きに従った使用状態にお

いて発生した設計、材質、工作上の欠陥に起因する故障または破損について無償で修理ま

たは部品交換いたします。

２．次のような場合は、保証期間内でも保証に適用外とさせていただきます。

①火災、地震、水害等の天災が発生した場合、指定外の電源（電圧、周波数）などによる

故障または損傷。

②製品の取扱いまたは操作上の誤りなどにより発生した故障。

③取扱説明書に記載の使用条件、仕様方法、注意反する取扱いによって発生した故障。

④弊社の了解を得ずに行なった改造または分解等による故障または破損。

本取扱説明書は機能向上などのため予告なく変更することがあります。

発行 年 月

改定 年 月 ２版

【バージョン１からの追加・変更】

取扱説明書を全面見直し

ﾊﾟﾗﾒｰﾀの 操作を廃止し、自動保存に変更

運転ﾊﾟﾀｰﾝ毎のﾊﾟﾗﾒｰﾀ設定を廃止し、共通化

設定用ﾊﾟﾗﾒｰﾀの表示･変更操作をｎﾓｰﾄﾞのみ可能に変更

電圧･周波数･振動量の｢ ｣操作を運転中のみ操作可能に変更

Ａﾓｰﾄﾞで運転ﾊﾟﾀｰﾝのﾊﾟﾈﾙ操作切替を廃止

Ａﾓｰﾄﾞで振動の微調整機能を追加

ｉｏモード設定機能追加

リモートユニット へ対応
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株式会社産機

◇仙台出張所

◇東京営業所

◇名古屋営業所

◇大阪営業所

表 4



 

【 】

Ｐ２１２－Ｆ

Ｐ３１２－Ｆ
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１． ２

２． ２

３． ２

４． ４

５． ６

６． ７

７． １３

．

．

．

．

８． １７

９． ２６

．

．

．

．” ” ２７

． ２９

． ３０

． ３２

． ３３

． ３３

． ３４

． ３５

． ３６
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(“Controller”).

(1) Isn’t there any damage caused during transport?

In the Manual, the safety precautions are divided into “DANGER” and “CAUTION” according to 
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・

– – 22), Strand diameter: φ0.12mm or more

Solid wire: φ0.32 – –

・

– – 20), Strand diameter: φ0.18mm or more

Solid wire: φ0.4 – –

–

Ｂ０

Ｂ１

Ｂ２

Ｂ３

Ａ９←ＯＵＴ４
Ａ８←ＯＵＴ３

Ａ７←ｉｎ３
Ａ６←ｉｎ２
Ａ５
Ａ４
Ａ３
Ａ２
Ａ１
Ａ０

Ｐ－←０Ｖ
Ｓ－
Ｓ＋
Ｐ＋←ＤＣ２４Ｖ

ＯＵＴ１

ＯＵＴ２

２４ＶＤＣ

０Ｖ

ｉｎ１
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 Terminal block No. 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Wiring to the external signal terminal block (screw-less) 

 

While holding down the button on the terminal block with a  

flat-blade screwdriver or similar, insert the wire into the  

wire insertion hole. Then, detach the flat-blade screwdriver  

to release the button, and the wire will be fixed. 

 

Applicable wire size 

・Terminal block (A), (S) 

Stranded wire: 0.08 – 0.32mm2 (AWG28 – 22), Strand diameter: φ0.12mm or more 

Solid wire: φ0.32 – 0.65mm (AWG28 – 22) 

・Terminal block (B) 

Stranded wire: 0.2 – 0.75mm2 (AWG24 – 20), Strand diameter: φ0.18mm or more 

Solid wire: φ0.4 – 1.2mm (AWG26 – 16) 

Wire strip length: 9 – 10mm 

  

Ｂ０ 

Ｂ１ 

Ｂ２ 

Ｂ３ 

Ａ９←ＯＵＴ４ 
Ａ８←ＯＵＴ３ 

Ａ７←ｉｎ３ 
Ａ６←ｉｎ２ 
Ａ５ 
Ａ４ 
Ａ３ 
Ａ２ 
Ａ１ 
Ａ０ 

Ｐ－←０Ｖ 
Ｓ－ 
Ｓ＋ 
Ｐ＋←ＤＣ２４Ｖ 

ＯＵＴ１ 

ＯＵＴ２ 

２４ＶＤＣ 

ｉｎ１ 

Board side connector  

for P4 cord 
ＣＮ３ 

０Ｖ 

Wire insertion  

hole 

Button 
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※

※

※

※

※

※
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※

※

–

–
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※

※ When the overflow sensor is not connected, set as “Parameter No. 07=Lo.”

※

as “Parameter No. 06 = i.”

※

① ②

① ②
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①

②

① ②

① ②

□

Ｂ０

Ｂ１
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Ｂ２

Ｂ３

When the parameter is set to “Parameter No. 08,” 

①

②

※

（ ）

“ ”

“ ”

（ ）

●

① “ ”

② “ ”

● “ ” “ ”

“ ”
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ａ ｉｏ０１ ｉｏ０２

１ ２ ３ ４ １ ２ ３ ４

※

ｂ ｉｏ０３

１ ２ ３ ４ １ ２ ３ ４

ｃ ｉｏ０４

１ ２ ３ ４ １ ２ ３ ４

（ ）

① “ ”

②

③ ▲ “ ” → “ ” →

“ ” → “ ” → “ ” ▼

④ Press the Set key when “P2” is in display (to adjust the amplitude in the operation 

※

“ ”

⑤

⑥ Adjust the amplitude by referring to “8. Operation and Amplitude Adjustment Method.”

⑦

“ ” “ ”
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①

②

③

④

⑤

“ ”

⑥ “ ”

“ ”

 
⑦ “ ” ）

“ ”

⑧ “ ”  

 
“ ”  

＊

⑨ “ ”
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⑦ ⑧

（ ） （ ）

０ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ●

１ ● ●

２ ● ○ ● ● ○ ●

◯ ● ： ：

 

▲

“ ”

“ ”

▼

▲  

“ ”

“ ”
▼
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⇒

⇒

⑤

⇒ ）

⇒

⇒

⑤－⑨

“ ”

→ ⑥ → ⑨ →

“ ”

→ ⑥ → ⑨ → ⑤ →

“ ”

→ ⑥ → ⑧ → ⑨ →

▲ ▼

※
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：

Ａ

ｎ

Ｓｒｃｈ

ｔｕｎｉ

：

“ ”

：

－ “ ”

－

“ ”

－

－

：

“ ”

“「￣」”
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V2ｘｘ

　　0.　

0.　

　

▲

※ ③

“ ”

①

②

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

：ON ： ：OFF

⇒

▲

▼

▲

▼

“A”: Switching to the “A” mode

“n”: Switching to the “n” mode

“Srch”: Frequency search

“        “: Tuning
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0ｕ　0

05　　L

※

▲▼

※ ③

：

③

※

※ ▲▼

※

▲▼

▼

▼

※Continue to the 

※
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05　L 05　　L

05　　C 05　　H 05　 AL

05　　C 05　　H 05　 AL

.

※ ④

④

点

滅

点

滅

※

：

：

：

：

※

▲▼※

＝
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※

▲

▲▼

④

※

⇒ 

▲▼

▼Ｆｒｅｑキー

※

※

▲▼
※

※

▲▼

“SAVE”

“SAVE”

If the main unit of the Controller is powered
OFF without the SAVE operation, the data will
not be saved.
Therefore, be sure to perform the SAVE
operation when the feeder is in operation.

※ ⑤

▲▼

▲▼

※
－

※

※
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Ｓｒｃｈ

Ｌｕｎｉ

④

※

※The “Hz” lamp and the 
“%” lamp blink alternately, 

※The “Hz” lamp and the “%” lamp blink ▲▼

▲▼

※ ⑤

▲

※

▲▼

※

▲

※
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 20.　

▲▼

⑤

④ ④

※

※ ⑤

・

⇒

⇒

⇒
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⑥

▼

▲▼

※

No. to “0P.”

※
－

※

⑥
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20.  

0A0.0

0P  9

0P   9

0P   7

0P   7

20.  

⑥-A Adjustment of the feedback gain (PI control gain)

Vol▼ key

Set key

Freq▲▼ keys

Set key

The operation described in this section is
performed if the speed variation repeats
pulsating (becoming faster and slower).

Adjust the output reaction to the vibration
sensor signal.

Perform this operation when the feeder is in
operation.

※Change this value to change the 

reaction speed.

Switch the parameter No. 

to “0P.”

※The value can be changed within a range of
1-9 before ver.202 and 1-27 after ver.215.
The smaller the value is, the slower the
reaction is. The larger the value is, the faster
the reaction is.

※<If the start is slow>
If the slow start is not improved even if the
number of seconds of the parameter No. 0C
(soft start) is made smaller, raise the value of
the parameter No. 0P (reaction speed), and the
slow start may be improved.

Press the Func 
key long for 2 

sec.

Press the Func 
key long for 2 

sec.

⑥Exceptional case: When the feedback control fails
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20.　

20.　

⑥

▲

▲ ▼

※
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Ｌｏｃ　

ｕＬｏｃ　

▲▼

※

⑥

※

▼

※

※

※

※

※

※

Blinking

▲

▼ ▲
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“ ”

“ ”

① “ ”

②

“ ”

▲ ▼

(2) The data display area displays “io01” to start the Controller.

※

▲ “ ”

“ ” → “ ” → “ ” → “ ” → “ ” → “ ”

▼

“ ”

For example, when “io02” is selected, “io02” is displayed when the “ ”

“ ”

“ ” –
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“ ”

① ②

“ ”
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【 】

▲ ▼

(2) The data display area displays “io01,” and the Contro

※

▲ “ ”

(5) When all settings are reset, the data display area lights up the “99” display.

※

※

–

(3) Adjust the amplitude by referring to “8. Operation and Amplitude Adjustment Method.”

※

“ ”

“ ”
３０．
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▲▼

▲▼

※

※ ▲▼

※

※ ▲▼

▲ → → 0C… in this order

▼ → → io01… in this order

※In the A mode, only the parameters marked with “＊” can be 

For details, refer to the table of “Parameter Settings.”
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▲

▼

 

ｎ Ａ
0A 〇 〇 〇

0b 〇 〇 〇

0C 〇 〇 〇

0d 
〇 〇 〇

0E 〇 〇 〇

0F 
〇 〇 〇

0n 〇 〇 〇

0L 
〇 〇 －

0o 〇 〇 〇

0P 

⇔

〇 〇 〇

0q 
〇 〇 －

0r 
〇 〇 －

05 

〇 〇 －

06 

“Close”

“Open”

〇 〇 －

07 

〇 〇 －

08 〇 〇 －

〇 －

〇 －

〇 －

〇 －

〇 －

0u 

〇 〇 －

〇 … …

〇 … －…
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2) Parameter list 
Each time the Vol▲ key is pressed, the parameter display switches in the descending order of the 

following table. Each time the Vol▼ key is pressed, the parameter display switches in the ascending order. 

No. Function Description Setting range 

Default value 

 
 

operation pattern 
1 2 3 4 ｎ Ａ 

0A ON delay timer in2 Input ON delay timer 0.0-9.9 0.0 〇 〇 〇 

0b OFF delay timer in2 Input OFF delay timer 0.0-9.9 0.0 〇 〇 〇 

0C Soft start Output soft start timer 0.2-9.9 
--: Invalid 

-- 〇 〇 〇 

0d Soft stop Output soft stop timer 0.2-9.9 
--: Invalid 

-- 〇 〇 〇 

0E Start delay timer Output start delay timer 0.0-9.9 0.0 〇 〇 〇 

0F Stop delay timer OUT4 Output stop delay  
timer 

0.0-9.9 0.0 〇 〇 〇 

0n Parts shortage  
timer 

in2 Input parts shortage  
detection 0-99 10 〇 〇 〇 

0L Remote Unit 
setting 

oF: The remote unit is invalid. 
on: The remote unit is valid. 

oF/on oF 〇 〇 － 

0o Frequency  
tracking cycle 

Setting of frequency 
changing cycle 0.1-9.5 1.0 〇 〇 〇 

0P PI control gain Setting of the speed of 
output response to vibration 
change when the 
constant-amplitude control 
is in process 
1 (slow) ⇔ 9 or 27 (fast) 

Before V202: 

1-9 

After V215: 

1-27 

9 〇 〇 〇 

0q Vibration sensor  
setting 

Use of vibration sensor in the 
constant amplitude control 
Valid/Invalid 

oF/on on 〇 〇 － 

0r Search setting Use of vibration sensor in 
automatic tuning of frequency 
Valid/Invalid 

oF/on oF 〇 〇 － 

05 Adjusting  
frequency range 

Setting of the search range 
when the automatic frequency 
tuning is in process 

L:50-180Hz 
C:160-280Hz 
H:260-400Hz 
AL:50-400Hz 

L 〇 〇 － 

06 in1 setting  in1 Input logic hi: Operation with  
the contact  
“Close” 

Lo: Operation  
with the contact 
“Open” 

Lo 〇 〇 － 

07 in2 setting in2 Input logic 

hi 〇 〇 － 

08 OUT2 setting Setting of OUT2 Output 
function AL/Er AL 〇 〇 － 

 Display pattern No. Backup display pattern No.  PAt1 PAt2 PAt3 PAt4  〇 － 

 % display Output voltage backup display  0.0 0.0 0.0 0.0  〇 － 

 Hz display Frequency backup display  240.0 240.0 240.0 240.0  〇 － 

 Version information Program version  V2xx  〇 － 

 io mode No. display io01: With overflow stop 
io02: Without overflow stop 
io03: 4 patterns [in2:Lo fixed] 
io04: 4 patterns [in2:hi fixed] 

io01/io02 

io03/io04 
io01  〇 － 

0u Amplitude control 
setting 

0: Constant voltage 
1: Constant-amplitude and  

automatic frequency  
tracking 

2: Constant-amplitude 

0-2 0 〇 〇 － 

Change during operation: 〇 … Enabled,    … Disabled 

Display according to mode: 〇 … Enabled, －… Disabled 

Display 
according to 
the operation 
mode 

Change 
during 

operation 
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▼ ▼

（ ）

System data error 
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“Voltage (%)” is “0.0.” Set “Voltage(%).”

“ ”
“ ”

“ ”
“ ”

“ ”

–
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100/230VAC±10%

℃
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表 4


